
食事には、みんなで楽しく会食するための大切なマナーがあります。どんなマナーがあるか、自分はきちんと

できているのか確認してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も、全国的に感染症の流行が心配されています。外から帰ったときや食事の前には必ず手洗い・うがいを

して朝昼夕と３回食事をしっかりとり、夜更かしせず十分な睡眠時間を確保して体をしっかり休め、体調を崩さ

ないように気をつけましょう。 

食事マナーチェック 

②食器を正しく持って、食べ

ることができた。 
⑧きれいに片付けができた。 

①感謝の気持ちを込めて、 あ
いさつができた。 

 

マナーを守って食べるこ

とで、いっしょに食べる相手

や同じ部屋にいる人も、気

持ちよくすごすことができま

す。マナーの悪い食べ方で

は、多くの人がいやな気持

ちになりますので、注意しま

しょう。 

また、よい姿勢で食べる

ことで、背筋が伸び、お腹

が圧迫されず消化がよくな

ります。 

④机にひじをつかずに、食べ

ることができた。 
⑥背筋をまっすぐに伸ばし 、
姿勢よく食べた。 

⑦好ききらいをせずに、残さ

ずに食べた。 
⑤食べ物が口に入っている時

は、話さず食べた。 
③みんなと同じ早さで食べる

ことができた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初午という言葉は、2 月最初の「午（うま）の日」からきています。和

銅 4 年（711 年）2 月初午の日に稲荷大神が稲荷山に鎮座したゆかりの

日なので、その年の 2 月最初の午の日を初午と呼ぶようになりました。

初午の日にちは、その年ごとに変わります。初午には、全国各地の稲荷神

社で「初午祭」というお祭りが行われます。稲荷神社に祀られている穀物

の神様が初午に降臨したとされることから、初午に稲荷神社を参り、五穀

豊穣を祈るようになりました。栃木県ではこの日にしもつかれを作り、稲

荷神社に赤飯とともに供えます。 

 

大豆はさまざ

まな形に加工し

て、昔から私たち

の食生活に取り

入れられてきま

した。右図にある

食べ物は、全部大

豆からできてい

ます。 

みなさんは、いく

つ知っていまし

たか？ 

 2 月 3 日は節分です。本来、節分とは季節の節目である「立春、立夏、

立秋、立冬の前日」のことをいい、年に４回あります。旧暦では春から新

しい年が始まったため、立春の前日の節分は、大晦日に相当する大事な日

でした。なので、節分といえばこの日をさすようになりました。 

昔は、季節の分かれ目、特に年の分かれ目には邪気が入りやすいと考え

られており、さまざまな 

邪気祓い（じゃきばらい）行事が行われてきました。おなじみの豆まきも、

新年を迎えるための邪気祓い 

行事です 

油揚げ 
生揚げ 


